
部長会議要録 

確定版  

日時・場所 令和元年９月 30 日（月） ８時 45 分～ 庁議室 

出 席 者 

山仲市長、西村教育長、瀬川議会事務局長、竹中政策調整部長、吉川病院事務部長、 

小山総務部長、三上総務部政策監、田中市民部長、高橋健康福祉部長、 

赤坂健康福祉部政策監、野﨑都市建設部長、遠藤環境経済部長、杉本教育部長、 

川端会計管理者、吉田政策調整部次長、北脇広報秘書課長、事務局（企画調整課） 

 

１．市長指示事項 

・昨日、職員採用の最終面接を行った。前向きで優れた方が沢山来てくれていたので、今後手続きを踏

んで採用者を決定していく。その面接の中で、野洲市は折角色んな良いことをやっているのに宣伝が

下手との意見が多かったが、私もそのように思う。有名になるための宣伝ではなく、サービスやイベ

ントをできるだけ本来届けるべき人に提供することが重要なのに、やることは一生懸命やっているが、

伝える作業が上手くいっていない。これは従前からであり、統一的な広報戦略も必要だが、企画・主

催しているそれぞれの所属で、もう少し早くから、どういう方にどういった手段で伝えるのかという

ことについて検討と工夫をして欲しい。 

・先般からミスがいくつか重なっている。いずれも公表しているが、ミスをした人を責めることになら

ないように言っている。事例を見ていると共通点があり、やらなくて良いことをやってミスをしてそ

の回復に手間をかけていたり、システムがあるのにわざわざ手作業で行ってミスをしたりしている。

少し注意すれば良いことであり、慌てないでチェックをはたらかせることが大事である。改善策には、

紋切り型で「複数人でチェックする」との記述が見られるが、そういうことだけでなく、別の工夫で

改善しないといけない。小さなミスが大きなミスに繋がるので、対策を考えて対応して欲しい。 

 

２．議題 

① 令和元年度 野洲市災害対策本部運営訓練の実施について 

災害発生時、市は災害対策本部を設置し、各種情報を収集、分析し、素早く対応策を決定しなければ

ならない。勤務時間外における大規模地震の発生を想定し、発生直後に参集した限られた人員により

効率的・効果的に暫定的な本部を運営する方法について演習を通じて習得するため、災害対策本部運

営訓練を実施する。なお、この訓練は野洲市総合防災センターで令和元年 11 月 17 日（日）午前８時

30 分から行う。 

 

 ② 令和元年度 野洲市医療救護本部運営訓練の実施について 

災害発生時、市に災害対策本部の設置があったとき、被災者の状況に応じて保健・医療救護班が医療救護

本部を組織する。そして、医療救護に関する各種情報を収集・分析し、素早く対応策を決定しなければなら

ない。そのため、災害対策本部運営訓練の実施に合わせて勤務時間外における大規模地震の発生を想定し、

発生直後に参集した職員により効率的、効果的に本部を運営する方法について習得するため、医療救護本

部運営訓練を実施する。なお、この訓練は野洲市総合防災センターで令和元年 11 月 17 日（日）午前９時か

ら行う。 

 →訓練に市立野洲病院の位置付けは必要ないのか。 

  →病院が被災した想定で、市立病院は院内の医療体制を整えてもらう設定としている。 

   →市立病院は、災害時には野洲市独自というより広域で対応することになり、草津保健所に情報を提

供して、そこから医師の派遣や患者の受入の指示があるため、野洲市の災害対策本部には入れていな

い。また、11 月 30 日には近畿圏の災害医療対策訓練が行われるので、病院事業としては別途訓練を

行う予定である。 

    →市が主催する訓練であり、直轄の市立病院があって機能があるのに、これらが訓練に関わらない



のではもったいない。老朽化した病院建物が倒壊して機能しないといった設定ならともかく、そう

でないなら、少なくとも傷病者の受入先として市立病院はシナリオに入れておく必要があるので

はないか。 

     →もう一度シナリオを検討する。 

      →修正の上、再度協議をお願いする。 

 

３．その他伝達事項 

○ 総合調整会議の要録の中で、マイナンバーカードの保険証利用について質問されているが、利用に

際して市での作業は発生するのか。 

 →各保険組合の資格異動手続きで、マイナンバーカードのデータベースに情報が送られ、処理され

ると聞いている。 

  →カードをどこかに持参して処理する等の作業はいらないということか。 

   →これに関しての手続きは不要と聞いている。 

 →保険証はマイナンバーカードの手続きとは別に発行するのか。 

  →併用となる。資格異動手続きに時間を要することによる保険請求過誤を減らす効果はあり、国

はマイナンバーの普及のためにも将来はマイナンバーカード１枚でやっていきたいと考えてい

るが、現状は難しいことから保険証は制度上存続させることとなる。 

   →保険証が２枚できることになり、不正利用が起こりやすくなるのではないか。これまでの保

険証の業務は残りつつ、マイナンバーカードの作業が増えるだけであり、無駄なことである。 

    →整理して共有化しておくこと。 

 

４．次回部長会議の予定 

  10 月７日（月） ８時 45 分～ 庁議室 


